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第 26回南極隕石シンポジウム
上記シンポジウムは，平成 13年 6月 12
日（火）～ 14日（木）の 3日間にわたっ
て国立極地研究所 6階講堂にて開催され
た．参加者は海外からの 14名を含め 102
名であった．口頭による発表が 62件（う
ち 1件はキャンセル），ポスターが 1件，
アブストラクトのみによる発表が 3件で，
例年並みの発表件数であった．種別に見る
と，隕石探査関連が 2件，未分化隕石（コ
ンドライト）の研究が 32件，エコンドラ
イト・隕鉄等の分化した隕石の研究が 16件，宇
宙塵に関する研究が 9件，その他（原始太陽系
の蒸発実験，クレーター形成，テクタイトなど）
7件であった．
シンポジウムでは，まず今春帰国した第 41次
南極地域観測隊越冬隊で実施されたやまと山脈周
辺域裸氷帯での隕石探査および昭和基地近くの沿
岸部裸氷帯での宇宙塵採集について報告があっ
た．その他，最近日本で同定された狭山隕石と十
和田隕石についての報告や，カナダの氷湖に最近
落下した新種の炭素質隕石となる Tagish Lake
隕石についての発表も数件あった．約 2年前に
兵庫県神戸市に落下した日本産隕石としては初と
なる炭素質隕石である神戸隕石についても多くの
発表があり研究の進展が伺えた．
今回の招待者はNASA JSCの地球化学者のL.
E. Nyquist博士とドイツ，マックスプランク研
究所の L. Schultz教授の 2名であった．Nyquist
博士は，これまでエコンドライトや月の岩石を中
心とした年代学的研究に多大の実績がある方で，
多くの南極産エコンドライトの生成年代を求めて
きた方でもある．当シンポジウムでは，各種ユー
クライトの生成年代に関しての講演であった．特
にあすか隕石のユークライトであるA-881394が
たどったユニークな歴史について詳細に講演をさ
れた．また Schultz教授は，ユニークなコンドラ
イトであるルムルチ隕石に関して講演をされた．
ルムルチ隕石は，近年新たに分類されたコンドラ
イトの一つで，金属鉄が少なく，大部分の鉄が珪
酸塩や硫化鉱物に入っていることがその大きな特
徴である．講演では，南極隕石，砂漠隕石を含
め，これまでに知られている 25個の希ガス同位
対比を用いた宇宙線照射年代から求めた歴史をま
とめられた．
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シンポジウム風景
その他，若手大学院生の発表
も多く，発表はほぼすべて英語
で行われた．懇親会も多くの出
席があり賑やかであった．
第 43次南極地域観測隊
夏期総合訓練を実施
国立極地研究所は，6月 25
日から 29日の 5日間にわたり，
長野県の文部科学省菅平高原体
育研究場において第 43次南極
地域観測隊夏期総合訓練を実施
した．
この訓練は，南極での観測
活動に必要な国内外の情報提
供，安全対策，環境保護に関する講義や実習を行
うとともに，観測・設営計画等について検討し，
出発までの準備作業を円滑に行うことを目的とし
て実施されたもので，隊員，講師及び関係者 92
名の参加を得た．
訓練は，早朝から夕食後まで及び，南極観測事
業の沿革，環境保護，設営，廃棄物処理，安全対
策，健康管理や南極での生活などの講義や各部門
ごとの分科会などが行われたほか，消化器を使用
しての初期消火訓練，応急救命訓練などの実地訓
練も行われた．
また，このように出発前に隊員全員が集まる機
会は数少ないため，この機会を利用して，チーム
ワーク作りや各担当分野に分かれての打ち合わせ
が夜遅くまで行われた．
訓練には，南極地域観測統合推進本部（文部科
学省）から大塚海洋地球課長および栗城極域科学
企画官が視察に訪れ，南極観測の現状と，第 43
次隊への期待を述べ参加者を激励した．
第 43次隊は，この訓練の後，国立極地研究所
を中心に 11月 28日の出発に向け本格的な準備に
入る．
名誉教授の称号授与
平成 13年 6月 27日（水），所長室において神
沼克伊元教授に，平成 13年 4月 1日付けで国立
極地研究所名誉教授の称号が授与された．
現在，本研究所の名誉教授は，村山名誉教授，
楠名誉教授，松田名誉教授，川口名誉教授，吉田
名誉教授，星合名誉教授，小野名誉教授，平澤名
誉教授に加え神沼名誉教授で 9名となった．
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神沼名誉教授を囲んで応急救護訓練
大塚海洋地球課長，渡邉所長をまじえての記念写真
Dronning Maud Land
南極の地名の話 4
森　脇　喜　一
E. Haugen編，Norsk Engelsk Ordbokに助け
られる話の続きである．
昭和基地の南西 600～ 800 kmに広がる山地
Sør-Rondaneの中央部にMefjellという大きな山
塊がそびえる．その南の露岩Åmaの意味が判ら
なかった．同辞書で åme -a: caterpillar, grub,
larvaを見つけた．いもむし，地虫，幼虫である．
なるほどゴロンとしてそんな形をしている．とこ
ろで，恥ずかしながらキャタピラーが普通名詞と
は知らなかった．ブルドーザーを作った会社の名
前だと思いこんでいた．
Mefjellもそうなのだが，Mehaugen, Menipa,
Meholmenのmeが判らない．同辞書にはmeは
方言で，bokmålの medであり，med: bearing,
landmark, fishing ground, goalとある．数年前に
当所を訪れたノルウェー極地研究所の研究者に
meの意味を聞いたことがある．彼の答も「例え
ば灯台のようなランドマークを示す語」というこ
とであった．それなら「そういうことで決まりじ
ゃないか」といわれそうだが，納得できないので
ある．第 1 話で紹介したアメリカの地名集
Geographic Names of the Antarcticを見ると，
Mefjell (middle mountain), Mehaugen (the middle
hill), Menipa (the middle peak), Meholmen (the
middle island） と あ る ． Mefjell, Mehaugen,
Menipaは Sør-Rondaneの山で，山地の中央部に
位置する．それぞれ中山，中岡，中峰が合ってい
る．しかもMehaugenのすぐ北にはNordhaugen
（北岡），南には Sørhaugen（南岡）があり，
M e h a u g e n はまさに中岡の位置にある．
Mehol men はオングル諸島（失礼，むしろ
Flatvær）の島として第 1話から登場しており，
複製図では内島と訳されていた．対になるのが
Utholmenで外島である．Utholmenは Flatvær
の北端部に位置するので外島はふさわしい地名と
いえる．MeholmenはUtholmenとOngulの中間
に位置するので内島というよりは中島がふさわし
かろう．いずれにせよ，Mefjellを除いて目立つ
地形ではなく，ランドマークの趣はない．
今回はここまでノルウェー語地名のカナ表記を
用いていないことにお気付きになられましたか？
国立極地研究所ではノルウェー語地名の標準カ
ナ表記を定め，同所の出版物ではそれに従うこと
としている．しかし，表記法に統一性を欠いてお
り，従いにくいものがある．例えば，Mefjell（メ
ーフィエル）；Mehaugen（メーハウゲン）；
Menipa（メーニパ）に対して，Meholmen（メホ
ルメン）というようにMeが長音として扱われた
り，なかったり．Lützow-Holmbuktaは「リュツ
ォ・ホルム湾」であるのに，同様にハイフンでつ
ながる Sør-Rondaneは「セールロンダーネ」と
中ポチなし．個人的にはハイフンを中ポチで表す
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のが判りやすくて良いと思う．Gazetteer of
eastern Dronning Maud Land, Antarcticaでは
「セール・ロンダーネ」を用いた．山と半島にそ
の名が付けられているノルウェーの探検家Riiser-
Larsenについては，まだ標準カナ表記は定めら
れていないが，ここではリーセル・ラルセンとする．
今回の表題 Dronning Maud Landは，プリン
スオラフ海岸を発見したのと同じリーセル・ラル
センが率いる探検隊によって 1930年に発見され，
当時のノルウェーの王妃を記念して命名された．
Dronning Maud Landは，日本では以前は英訳名
のQueen Maud Landが使われ，1977年に標準カ
ナ表記を「クィーンモードランド」とした．その
後，地名はできるだけ原語を尊重するとの観点か
ら Dronning Maud Landが用いられるようにな
り，1985年に標準カナ表記は「ドロンニングモ
ードランド」に改められたが，従来の「クィーン
モードランド」も併用してよいとされた．
外国語を忠実にカナで表現することは困難で，
不可能な音もある．Dronning Maud Landの場合
は，先ずDが難しい．「ド」ではない，「ドゥ」で
は間延びした感じである．いずれを採るにせよ
「ドロンニング」「ドゥロンニング」または「ドロ
ニング」「ドゥロニング」は英語風読みで，ノル
ウェー語では「ドロンイング」「ドゥロンイング」
または「ドロンーイング」「ドゥロンーイング」が
近い．Dronning の表音記号を示すと［drOn:iŋ］
である（森　信嘉編：ノルウェー語基礎 1500語，
大学書林）．
Landもノルウェー語風では「ラン」または
「ランー」が近い［lan:］．Maudは「マウ」であ
ろうか．しかし，Maudはイギリス国王エドワー
ド七世の末娘であったから，英語読みの「モード」
の方が適当なのかなとも思う．セール・ロンダー
ネ山地の Byrdbreenは，ハイジャンプ作戦を指
揮したR. E. Byrdを記念してノルウェーが命名
した氷河であるが，標準カナ表記はノルウェー読
みのビュールブレーンではなく「バードブレーン
（バード氷河）」としている．
結局のところ Dronning Maud Landはどうカ
ナ表記するのが最も良いのか？　Landは英語と
共通であり，日本人にも判りやすく読んで「ドロ
ンイングモードランド」が適当ではなかろうか．
イギリスは，南極の地名に関して原語を尊重す
る立場をとり，Dronning Maud Landを採用して
いる．ところがノルウェー人のアムンゼン（アム
ンセン）が 1911年の極点旅行の際に通過し，同
じ王妃に因んで命名した山地名としては Queen
Maud Mountainsを用いている．Queen Maud
Mountainsは南極横断山地の中の大きな山群であ
る．Dronning Maud Landはノルウェーの領土権
主張域内にあるのに対して， Queen Maud 
Mountainsはその範囲外であるためか？　さらに
やっかいなことに，後者は Queen Maud Range
と記されることもある．
いま一つ混乱していただく．バード氷河は，セ
ール・ロンダーネ山地のByrdbreenのほかに，南
極横断山地を横切ってロス棚氷に流下する Byrd
Glacierがある．後者は同じR. E. Byrdを記念し
てニュージーランドが命名した地名である．
すこし疲れた．話の続きは次回にしよう．
Lützow-Holmbukta地域の標準カナ表記は南極
資料，No. 86, 1985に，Sør-Rondane地域のそれ
は南極資料，Vol. 33, 1989に掲載されている．
（筆者：国立極地研究所研究系教授）
平成 13年 6月 1日付け人事異動
配　置　換
堤　　雅基 北極圏環境研究センター助手
（研究系助手・超高層物理学第一
研究部門）
平成 13年 6月 11日付け人事異動
（COE非常勤研究員）
採　用
Björn Gustavsson 超高層
観測隊だより
3月
3月に入ってから最高気温が氷点下を下回る日
が続いた．降雪の日も多かったが長続きせず，積
雪は少なかった．そのため，水不足に悩まされ，
風呂，洗濯日を週 4日にするなどして，しのい
だ．中旬から下旬にかけて地磁気の激しい擾乱が
観測され，見事なオーロラが出現した．
基地における観測は順調に経過した．新しい観
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測として，宙空部門ではレーダーによる干渉計観
測の予備実験，高感度磁場変化連続観測，オーロ
ラ光学観測，気水圏部門ではエアロゾルの調査，
地衣類の同定・遺伝学的解析，地学部門ではGPS
基準点の設置，海面変動計測の準備，生物・医学
部門では，SeaWiFs，NOAAの受信等が開始さ
れた．
設営関係では，本格的な冬の到来に備え，装輪
車のオーニング，持ち帰り廃棄物の集積，見晴ら
し岩金属タンクからのW軽油・ JP-5の送油等を
行った．また，夏オペの残業がすべて完了し，新
焼却炉棟が機能し始めた．
生活面では，第 1回のスポーツ大会として，ド
ッジボール大会が開かれた．夏オペの残業作業が
一段落したこともあり，生活にも余裕が生まれ，
全員元気に新年度をむかえた．
4月
4月は全般的に天候不順で，4回のB級ブリザ
ードに見舞われた．建物の風下側にはかなりのド
リフトがつき，おかげで水不足は解消された．海
氷も安定し，本格的なルート工作を開始した．
観測系の基地観測は順調に経過している．気象
部門では海氷上に新たに雪尺を設置し，測定を開
始した．宙空系では，西オングル観測施設のバッ
テリー充電を行った．また地磁気絶対観測を行っ
た．地学系では，24時間VLBI観測，とっつき
岬での重力・ GPS・地震計メンテナンスを行っ
た．生物・医学系では，アイスアルジーの採集を
西の浦と北の瀬戸で行った．
設営系では，野外行動に備えての雪上車・ソリ
の整備，車載無線機の点検・整備が開始された．
さらに，野外装備品の説明，野外用通信機の操作
訓練，レスキュー訓練，非常装備・食料の準備，
野外用医薬品の準備，雪上車・スノーモービルの
取り扱い・運転講習なども行われた．また，ブリ
ザード後の除雪も頻繁に行った．
生活面では，花見を兼ねた誕生会を行い，あり
合せの材料で準備した桜の下で花見気分を味わっ
た．また，休日の午前中には喫茶店が営業を開始
した．
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南極月別気象状況（Monthly Climatic Data for Japanese Antarctic Station）
昭和基地（Syowa： 89532）
3月（Mar.） 4月（Apr.）
平均気温（Mean temp.）（˚C） － 6.6 － 11.7
最高気温（Max. temp.）（˚C） － 0.3（11日） － 0.9（4日）
最低気温（Min. temp.）（˚C） － 21.7（26日） － 25.4（26日）
平均気圧・海面（Mean pressure, 986.2 980.6
sea level）（hPa）
平均蒸気圧（Mean vapour 2.6 2.3
pressure）（hPa）
平均相対湿度（Mean relative 69 81
humidity）（％）
平均風速（Mean wind speed）（m/s） 6.6 9.0
最大風速・ 10分間平均（Max. 26.8（29日，ENE） 29.2（6日，ENE）
wind speed, 10-min. mean）（m/s）
最大瞬間風速（Gust）（m/s） 35.6（29日，ENE） 38.5（6日，ENE）
平均雲量（Mean cloud cover） 8.6 8.0
日数（Number of clear days） –
““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““
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““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““
【極地豆事典】
ウトウの羽ばたき
海鳥類は陸上で繁殖し雛を育てるが，�は
海で，主に潜水により採ってくる．ウトウも
この仲間であり，北太平洋に広く分布し，体
重約 550 g，4～ 7月にかけて繁殖する．海岸
の崖縁近くの土中に深さ 50～ 100 cm程度の
穴を穿ち普通 1卵を産む．約 45日後に孵化し，
雛は 40～ 60日で巣立つ．親は早朝に巣穴を
離れ海に採�にでる．夕方から夜間に帰巣し，
口にくわえてきた�を雛に与える．餌は主に
カタクチイワシ，イカナゴなどの魚類である
が，餌は海洋環境の影響を受けて季節的にも
年々でも変化する．
採餌は 40 mの深さまで潜水して行うが，最
大潜水深度は 60 mに達する．
潜水はウミウの仲間が脚を使って行うのに
対して，この仲間は翼を使い羽ばたいて潜水
する．但し，飛翔時と異なり密度の高い水中
では翼を半分位に縮めて羽ばたく．周辺の海
域の餌場へは滑空を使わず羽ばたき飛翔によ
り移動する．潜水と飛翔を両立させることは
一見矛盾した行動で困難と思われる．一般に
飛翔は体重／翼面積の比，すなわち翼面過重
を小さくしたほうが有利であり，水中では抵
抗の軽減や体比重の調節に大きな翼は逆
に不利な条件になる．翼面荷重が大きい
と滑空は困難となるため，この鳥は代わ
りに羽ばたきの回数を増やすことにより
揚力を得ている．しかし，羽ばたきを高
速で行うため生理的負担が大きくなり，
長時間の飛行は困難と考えられる．実際
この鳥の連続飛翔時間は普通 30分以内
である．飛翔性のアホウドリやミズナギドリ
の仲間が日に数 100 kmの移動を行うのに対し
て，この鳥は一回に数 10 kmの移動がやっと
である．滑空能力の高い鳥は逆に潜水能力は
貧弱である．滑空飛翔をする鳥と羽ばたき飛
翔をする鳥との関係は陸上競技で言えば，マ
ラソンと短距離の関係に似ている．高速の羽
ばたき運動は体内の高い酸素貯蔵能力と負荷
からの早い回復能力を必要とするが，これは
潜水の能力とも共通している．この鳥が，�
を水中に求めた結果高い潜水能力を獲得し，同
時に潜水の妨げになる大きな翼を小さくした．
翼面荷重が大きくなった代償として，酸素負
荷の大きい羽ばたき飛翔を余儀なくされたと
考えられる．
ウトウの飛翔能力と潜水の関係，�場の距
離や�タイプとの関係について調べるため，潜
水・振動記録ロガーを北海道天売島のウトウ
に装着して実験を行った（図 1，図 2）．この
鳥が 11 Hzの羽ばたきを規則正しく行ってい
ること，高速羽ばたき運動の直後から休息す
ることなく潜水を行っていることからもこの
鳥が潜水と飛翔を両方で高い能力を有してい
ることは明らかである．天候と羽ばたき，餌
を持ち帰るときの負荷のかかった羽ばたきと，
羽ばたき継続時間などについて解析が行われ
ている．
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図1 ロガーを装着したウトウ 図2 ウトウの羽ばたきと潜水の記録
